
⽇時︓2018年9⽉9⽇（⽇）14:00〜
場所︓アルカス佐世保 ⼤会議室（3F）
http://www.senkyo.co.jp/eiseiforum2018/ 参照

対象

参加費

衛⽣薬学・環境トキシコロジー
若⼿研究者の会

フォーラム2018プレシンポジウム

⽇本薬学会 環境・衛⽣部会
若⼿研究者活性化⼩委員会

各種申込および問合せ先
摂南⼤学理⼯学部⽣命科学科 ⽊村朋紀

TEL : (072) 839-8084
E-Mail : tomoki@lif.setsunan.ac.jp無料 (懇親会費は 4,000円 予定)

⽇本薬学会環境・衛⽣部会

討論に参加する意志のある⼤学の若⼿教員およびそれに準ずる若⼿研究者
(薬学会会員・フォーラム参加者に限りません)
事前参加申込にご協⼒ください (7⽉28⽇締切、当⽇参加 可) 

発表申込
第1部での発表をご希望の⽅は
発表者名、演題タイトルを右記まで
お送りください (6⽉20⽇締切)。
後⽇、採否をご連絡いたします。

© SASEBO

第1部 若⼿研究者による演題発表と徹底討論

第2部 ⽇本薬学会学術振興賞受賞者のキャリアパスと将来ビジョン
（研究戦略委員会・若⼿研究者活性化⼩委員会 合同企画）

古武 弥⼀郎 先⽣
広島⼤学 ⼤学院医⻭薬保健学研究科 教授

吉成 浩⼀ 先⽣
静岡県⽴⼤学 薬学部 教授

中⻄ 剛 先⽣
岐⾩薬科⼤学 教授

19:00〜
懇親会



 
 
 
 

衛生薬学・環境トキシコロジー 

第 5 回 フォーラム 2018 若手研究者の会 
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日時： 2018 年 9 月 9 日(日) 14 時〜  
場所： アルカス佐世保 大会議室（3F） 

  
 



は じ め に 

 来る 9 月 9 日に「第 5 回 フォーラム 2018 若手研究者の会」をアルカス佐世保にて開催し

ます。本会は、4 年前からフォーラム：衛生薬学・環境トキシコロジーの前哨戦ともいえる

「若手研究者による若手研究者のための研究会」として開催されており、活発な討論がなさ

れております。本年度も、9 月 10 日、11 日に開催されるフォーラム 2018：衛生薬学・環境

トキシコロジーの会期前に、衛生薬学領域、ひいては多岐にわたる学際領域でトランスボー

ダーな活躍が期待される新進気鋭の研究者に発表していただき、それに対して徹底的な討論

を行います。また今回は、研究戦略委員会と若手研究者活性化小委員会との合同企画「日本

薬学会学術振興賞受賞者のキャリアパスと将来ビジョン」にて、古武弥一郎 先生（広島大院･

医歯薬）、吉成浩一 先生（静岡県大･薬）、中西剛 先生（岐阜薬大）の 3 名の先生方に、研究

ビジョンとキャリアパスについてお話しいただきます。科研費をはじめとする外部競争資金

獲得に向けた研究ビジョンを伺うことで充実した資金獲得のための意見交換の場となること

を期待するとともに、本会を若手研究者のキャリアを考える機会とし、環境・衛生分野の若

手研究者が更なる活躍をめざす契機にしたいと思います。 

 参加する若手研究者・大学院生をはじめとする学生の皆様は、ただ講演を聴くだけではな

く、討論に積極的に参加し、議論を盛り上げていただきたいと思います。その後の懇親会と

併せて環境・衛生分野の若手研究者の輪が拡がり、研究の活性化に繋がることを期待してい

ます。 

 

 
日本薬学会 環境・衛生部会 
研究戦略委員会 
委員長 
熊谷 嘉人 （筑波大学医学医療系） 
委員 
石井 功 （昭和薬科大学） 
小椋 康光 （千葉大学大学院薬学研究院） 
古武 弥一郎 （広島大学大学院医歯薬保健学研究院） 
角 大悟 （徳島文理大学薬学部） 
田口 恵子 （東北大学大学院医学系研究科） 
中西 剛 （岐阜薬科大学） 
黄 基旭 （東北大学大学院薬学研究科） 
長谷川 潤 （神戸薬科大学） 

 
フォーラム委員会 
委員長 
松沢 厚 （東北大学大学院薬学研究科） 
 
若手研究者活性化小委員会 
委員長 
木村 朋紀 （摂南大学理工学部） 
委員 
緒方 文彦 （近畿大学薬学部） 
北 加代子 （帝京大学薬学部） 
佐々木 由香 （昭和大学薬学部） 
佐能 正剛 （広島大学大学院医歯薬保健学研究院） 
新開 泰弘 （筑波大学医学医療系） 
高橋 勉 （東京薬科大学薬学部） 
田口 恵子 (東北大学大学院医学系研究科) 
平田 祐介 （東北大学大学院薬学研究科） 



フォーラム 2018 若手研究者の会 
 

14:00 – 14:02 
 はじめに 
 木村 朋紀（摂南大学理工学部） 
 
第 1 部 若手研究者による演題発表と徹底討論  発表：15 分・討論 15 分 (目安) 
 
1) 14:02– 14:32 座長(1・2) 佐々木 由香（昭和大学薬学部） 
 酸化油脂摂取による接触性過敏反応の促進に関する研究 
  荻野 泰史 （摂南大学薬学部 公衆衛生学研究室） 
 
 
2) 14:32 – 15:02 
 メチル水銀毒性によるリン脂質代謝機構の解析と制御酵素の探索 
  依田 恵美子（昭和大学薬学部 衛生薬学部門） 
 
 
3) 15:02 – 15:32 座長(3・4) 平田 祐介（東北大学大学院薬学研究科） 
 カドミウムの内皮細胞毒性は重金属の相互作用により修飾される 
  藤江 智也（東邦大学薬学部 衛生化学教室） 
 
 
4) 15:32 – 16:02 
 ビスフェノール A の活性代謝物の曝露影響：  
  エストロゲン受容体の発現バランスの破綻に起因するがん増悪 
  平尾 雅代 （広島国際大学薬学部 環境毒物代謝学研究室） 
 
 
16:02 – 16:10  休憩 
  



第 2 部 日本薬学会学術振興賞受賞者のキャリアパスと将来ビジョン 

          （研究戦略委員会・若手研究者活性化小委員会 合同企画） 

 

16:10– 18:10  座長 田口 恵子 (東北大学大学院医学系研究科) 

 

「研究とキャリア：これまでとこれから」 

 

 講演（16:10– 17:40） 

 

     古武 弥一郎 先生 （広島大学大学院医歯薬保健学研究科  教授） 

 

     吉成 浩一 先生 （静岡県立大学薬学部  教授） 

 

     中西 剛 先生 （岐阜薬科大学  教授） 

 

 

 パネルディスカッション（講演者 + 座長）（17:40– 18:10） 
 
 
 

19:00 – 
 意見交換会 


